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初回 算数 46分 国語 26分怠
*当日に予定された火災に際しての避難訓練について
の説明のため，授業が短縮された。
2回目算数 55分 国語 42分
童











与える発言-授業を促進し深-める発言求める発言 1::";:1 能動的応答 l:.，;':] 
点検する発言 Eヨ 能動的集団発言 Eヨ
受動的応答 匡ヨ
生徒発言の承認 皿国
発言内容の確かめ ~ 内容確かめの承認 ~ 
気持の確かめ ~ 気持の確かめ ~ 
感情の卒直な発言 庭園 感情の卒直な発言 壁画
場面構成 医廻








































































教師発言 生徒個人 生徒集団 授業
発言 発言 総時間
事t1 
初回 54 (911) 35 (593) 11 (197) (2760) 
2回目 34 (607) 49 (869) 17 (304) (3300) 
国 初 回 43 (344) 36 (289) 21 (164) ( 1560) 
J苦 2回目 36 (630) 45 (777) 19 (330) (2520) 




















































国語 F = 1. 7840 
生徒個人総互Ilにおける発言時間は分散において，算
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J千七 習 過 稜 教師の動きの特徴 生徒の動きの特徴












ながら板{~tする 。 度を ~Tiかめている。
a - 第3の解答をのべる。 自分が納得しないことや今の 教師の生徒の気持や態度の確
(第2の考え方で( )を使ったもの) 気持を出しているが，これは かめによって，生徒も自由に
b- 発言中ゴソゴソ聞こえるので，「先生小さ 生徒が緊張しているのを兄て， 気持を表現していて，生き生
4 い声が間こえたのだけど，今どうきった 生徒とかかわりをもとうとし きしたものがみられる。










各自どのやり方で解いたかを点検し挙手 17人の生徒が( )を使って解 元気に手をあげる。a-
を求める。 いたことから. 「きのうのこ
71 b- きのうの勉強をはっきりさせ，今日の勉 とがよくわかっているという
強の目当てを級容する。 ことだね」と，生徒に理解さcる。)を使っ岬ができるようにな¥ノ せている態度がみられる。
第2問自を税l明しながら板容する。 机附巡視をして，時キ生徒に 最後の方では口々に r3つ，
各自ノートに問題を解く。 話しかける。 4つやったりとかざわついて
いる。
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a- 2人が 「私lま1つのやり方をI私はもう 大事だと思われる時に教師が ややI文書量的な意見もみられる
1つのやり方を」と同時に前に出る。 生徒の意見を少し盤理する意 が，真剣に取組んでいる姿が
b- 「同じだったらどうするか」と口々にや 味で発言している。 みられる。
や工文書陸自力に質問する。






(誤った答) りには触れていないことから いた時 rちょっと待って下
教師が問題自体を確かめ板容。 生徒が意飲的に問題を解釈し さい。まだ説明を聞いていま






解答に対する質問をする。 せず，生徒とと もに考えてい 現している相手の気持を理解






どのやり方で各自 したか点検して挙手を 「まちがったことがどんどん 盛り上りが少し終って教師の
求める。 でてくるといい勉強になる」 点検に従っているが，教師と












( 8 ) 
山松・他:学習者中心授業 -115一
学 習 過 程 教師の動きの特徴 生徒の動きの特徴
(a - 第3の解答を板書して説明。 教師は.始めから疑問点を指 どうして誤っているかまど
(鋲答) 適せず「ちょっと，先生，質 はっきりはわからないが，し
b- その解答に対する質問。 間あるんt:_けれど」としかい かし一生懸命疑問点を出しあ
c - 教師が問題ならびに解答の関連を説明す つてなくてあとは生徒に議っ い.除々に考えを深めていっ
1 1 る。 ている。 ている。おEいの確かめと協






21 b- 今吋町家なら…の勉強I:J る。
ついてのべあう。
1 
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「五ー カードの半分Ij.ど.議も「かな」をうた 教師は生徒が動こうとしない 教師と生徒の気持に対する確
ずにおいであるのをみて「誰もあの字読 ので rどうしてでなかったの かめによって生徒は気がつい
めないんでしょうか?J と態度に対して かIあい手があったが，それ たようで， i討をに 「最後まで
6 る在かめるJ そのあとどうしてrmがあいた はどういうあいだなのか」と やります」と皆勢いを出して
のかを問題にして教師と生徒がのベあう。 生徒の気持を硲かめると同時 動こうとしている。




生徒のな見に従って rかな」を読むこと 立志を碓めてからおこなって でいる。
を求める。 いる。
金 L~で，声をそろえ漢字を説む。
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( 12 ) 
国図-4
山松・他..学習者中心授業 -119ー
重量7 団 結(2回目 }
学 習 過 程 教師の動きの符徴 生徒の動きの特徴
今日の勉強の目当てをのベる。 新しい勉強方法の提案に対し .初の提案者に対して，少し時間を
(読解の中で窓昧調べをする) て「今日どれ程生かされるか おいてから， f1iい、勉槌方法をゆっ
確かめるとともに.それが新しい勉強方 殺しみにしているJと自分の くりとのべている。ゆったりとした，
i去であることを強制する。 興味を出している。 落着きある進め方がみられる。
ra- 第 1に具体的に学習を進めている。 生徒が今日の勉強の目当てに 教師が再度，目当を聴いた時.






ra・ 第 1段落のまとめをする。 教師は i:たして単に怒りを指 自分が革E図をまちがえていた
b- aの意見に対する疑問J範囲の途うこと 遣はせずに.この生徒を受容 ことを指鏑されでも，この生
を指矯する。 したいい1iをして，そこから 後l主 r_というのが今わかり




























第 4段落の3つめのまとめをすゆ。 生徒が充分活発に意味をはっ 盛り上りがあり，真剣にとり
その中で「わからない意味」を質問し， きりさせていったとわかった くむ生徒がほとんど全員で治
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( 14 ) 
山~ . 他:学習者中心t受講E -121-
以上のグラフを教科別に，初回と 2回目とを比較する
と，
算数 :単元(初 回) : ( )をつかった掛算と曹1m
(復習問題)
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A certain elementary school in a rural district applied the learner.centered session for the first time 
to all sessions for the 4th graders. ¥Ve compared the sessions of t.he first time (at the very beginning of 
the new term) with those of the second time (6 months after the first time). concerning only the arithmetic 
and Japanese sessions. The results are as follows. 
(1) At the first time. teachers were apt to speak more than the whole pupils. But at the second time. 
the ¥'a r iance of山epupils' speech among the pupils came to decrease both in arithmetic and Japanese se・
sSlons. 
This means that the pupils came to take part in the session positively and get leadership in the session. 
And also each pupil gradually came to get equal opportunity to speak out: though at the first time. only 
the particular pupils spoke very much. 
(2) As for the contents of the pupils' speech， the folowing things can be noticed both in arithmetic and 
Japanese sessions. 
a) At the first tirne. the teacher spoke in various un its， but 3't the second time， they came to concent. 
rate on the particular units. 
b) At the first time， pupils ・speech、..hichwas induced by the teachers dispersed in various units and 
its quantity was as much as the speech which pl'omote and deepened the session. On the other hand. at 
the second time. the lalter increased far more than before. 
c) At the first time. the pupils could express their feelings straight only in the particular unit. But at 
the second time they cou Iddo in 、rarlOUSunits 
This also shows that the pupils became to take leadership in session. This is nothing but a "Iearner.ce. 
ntered" learning. 
And the pupils came to express their feelings straight all through the sessions. This means themselves 
created lhe vary vivid and receptive atmosphere. 
Observing the pupils' attilude in session. it can be said that the pupils came to promote their independ. 
ence. as the leachers lrust on lheir pupils and pay c10se and delicate attention to the pupils' attitude and 
speech. 
[n this c1ass. the great change was found in the whole c1ass and it was good enough to remove山ean-
noyance the teacher had when he came to this rural district for the first time. The c1ass is now in the pro. 
ocess of systematizing 針。m the caotic condition. The pupils have came to accept each other and systema. 
tized steadily. Through s)'stematization， each pupil is going to get his own position in a group. 
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